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利用・用途・応用分野

排熱の電力変換、省エネルギー技術

目的・課題 解決ポイント

熱電変換素子は、産業・民生用プロ
セスや移動体から排出される排熱を
有効な電力に変換することができる
ため、環境問題に配慮した省エネル
ギー技術として注目されている。熱
電変換素子に好適な、新規なクラス
レート化合物を提供することを目的と
する
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発明の名称：クラスレート化合物及びその製造方法

熱電変換素子に好適な、新規なク
ラスレート化合物を提供し、クラス
レート化合物の製造方法及び新規
な熱電変換素子を提供する。
クラスレート化合物の生成は、Ｘ線
回折により確認することができる。
焼成後のサンプルがＸ線回折によ
りクラスレート相のみを示すもので
あれば、クラスレート化合物が合
成されたことが確認できる。
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組成式（１）で示すクラスレート化合物。
Ａ８ＢｘＳｎ４６－ｘ （０≦ｘ≦１０） （１）
（Ａは７Ｂ族元素、
Ｂはヒ素又はアンチモンを表す）
及び下記組成式（２）で示されるクラス
レート化合物の製造方法にて、メカニ
カルアロイング工程を用いる。
Ａ８ＢｘＣ４６－ｘ （０≦ｘ≦１０） （２）
（Ａは７Ｂ族元素、Ｂは５Ｂ族元素、
Ｃは４Ｂ族元素をそれぞれ表す。）【実施例１～３で作製した熱電変換素子の

Ｘ線回折パターン】


